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最
近
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
移
住

す
る
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ

と
回
帰
総
合
政
策
研
究
所
が
平
成
21
年
に

行
っ
た
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
10
万
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
５
年
前

の
約
３
倍
、
約
30
％
の
方
が
田
舎
に
移
住

し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
東
京
か
ら
見
た
時
、
天
草
は
良

く
分
か
る
が
、
阿
蘇
は
分
か
ら
な
い
と
聞

い
た
。
情
報
発
信
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
不
足

が
有
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
蘇
市
の
情

報
発
信
に
つ
き
ま
し
て
は
熊
本
県
が
運
営

し
て
お
り
ま
す
「
熊
本
県
移
住
・
定
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
が
、
天
草
は
移
住
定
住
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
し
て
、
空
家
バ
ン
ク
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主

催
の
シ
ョ
ー
ト
・
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
へ
の
取
り

組
み
。
熊
本
県
や
ジ
ョ
イ
ン（
移
住
交
流
機

構
）
が
東
京
・
大
阪
で
開
催
す
る
移
住
相

談
会
へ
の
参
加
な
ど
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
県
の
取
組
み
と

連
携
し
て
受
け
入
れ
態
勢
や
移
住
後
の
支

援
体
制
の
確
立
。
ま
た
、
就
労
の
場
の
確

保
と
し
て
地
場
産
業
の
育
成
、
企
業
誘
致
、

観
光
型
商
業
の
確
立
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
移
住
や
人
口
の
増
減
が
財
政
に

与
え
る
影
響
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト
を
申
し
ま

す
と
、
消
費
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
や
市

税
の
増
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
番
大
き

い
の
は
交
付
税
の
増
収
で
す
。
交
付
税
算

定
は
、
児
童
生
徒
数
に
よ
る
積
算
や
高
齢

者
数
の
積
算
、
又
、
就
業
別
（
農
家
戸
数

等
）に
よ
る
積
算
に
よ
っ
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
他
に
、
「
阿
蘇
に
残
り
、
阿
蘇
に
帰
っ

て
き
た
い
と
思
う
心
を
育
む
教
育
」
、

「
阿
蘇
を
誇
り
に
思
う
教
育
」
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

定

住

化

促

進

に

つ

い

て

谷　﨑　利　浩
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（８）

　
　
　
　
役
犬
原
地
区
に
、
土
地
開
発
を

し
て
水
工
場
の
建
設
が
、
計
画
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
あ
る
団
体
が
地
下
水
を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
て
、
１
本
数
万
円

で
売
る
目
的
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
団
体
の
進
出
の

疑
惑
に
は
、
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
。
役
犬
原
の
土
地
開
発
に
関
す
る
事

前
協
議
書
の
中
に
虚
偽
の
文
書
は
な
か
っ

た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
工
場
建
設
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
と
の
事

で
、
事
前
協
議
に
対
す
る
審
査
結
果
通
知

は
保
留
し
て
い
ま
す
。
条
例
で
定
め
る
協

議
書
の
添
付
書
類
に
不
備
は
な
く
、
虚
偽

の
文
書
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
阿
蘇
市
に
提
出
し
た
「
境
界
確

認
申
請
書
」
は
偽
造
文
書
で
は
な
い
か
。

地
権
者
は
「
提
出
し
て
い
な
い
し
、
委
任

も
し
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
書
類
上
か
ら
は
不
正
な

部
分
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
地
権
者

か
ら
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
調
査

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
刑
事
訴
訟
法
第
二
三
九
条
の
二

で
、
「
官
吏
又
は
公
吏
は
、
犯
罪
が
あ
る

と
思
料
す
る
と
き
は
、
告
発
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
虚
偽
又
は
偽

造
文
書
は
告
発
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
件
に
関
し
て
は
、

内
容
を
十
分
に
精
査
し
て
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
都
市
計
画
法
第
八
一
条
の
一
の

四
に
「
不
正
な
手
段
に
よ
る
許
可
は
、
取

り
消
す
事
が
出
来
る
」
と
あ
る
の
で
、
市

長
は
県
に
対
し
て
許
可
の
取
り
消
し
の
申

し
入
れ
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
地
域
の
皆
さ
ん
や
阿
蘇
市

の
方
が
納
得
し
な
い
こ
と
に
は
、
簡
単
に

受
け
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
更
に
精
査
を
進
め
、
県
に
対

し
て
も
再
度
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
た
だ

く
よ
う
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川　端　忠　義

役
犬
原
地
区
の
土
地
開
発
に
つ
い
て下役犬原地区の湧水

　
　
　
　
九
州
北
部
豪
雨
阿
蘇
市
災
害
記

録
誌
が
発
刊
さ
れ
た
。
今
回
の
災
害
か
ら

受
け
た
重
い
教
訓
と
試
練
を
、
次
の
世
代

に
活
か
す
新
た
な
防
災
の
構
築
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
防
災
体
制
の
強
化
と
確

立
で
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
を
迎
え
、

「
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
」
を
最
重
要
課

題
・
使
命
と
し
て
、
新
し
い
防
災
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
し
た
。
命
を
守
る
た
め
に

一
番
重
要
な
こ
と
は
、
「
危
険
な
場
所
か

ら
逃
げ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

雨
が
激
し
く
な
る
前
の
明
る
い
う
ち
の
避

難
と
し
て
、
「
予
防
的
非
難
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
待
機
態

勢
も
見
直
し
、
気
象
警
報
発
令
前
で
あ
っ

て
も
、
状
況
を
見
極
め
た
う
え
で
、
自
主

避
難
所
を
開
設
し
、
避
難
者
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
予
防
的
避
難
」
の
実
績
と
し
ま
し
て
は
、

避
難
所
開
設
が
本
年
度
７
回
、
内
３
回
が

予
防
的
避
難
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
確
立
を
。

　
　
　
　
　
　
阿
蘇
市
内
に
は
現
在
１
１

７
の
行
政
区
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
が

心
配
さ
れ
る
地
域
、
浸
水
被
害
が
予
想
さ

れ
る
地
域
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
よ
っ

て
災
害
の
形
態
が
異
な
る
こ
と
、
地
域
住

民
の
構
成
（
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
等
）

も
様
々
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
地
域
に
合
っ

た
自
主
防
災
組
織
作
り
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
組
織
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
初
め
て
取
り
組
ん
だ
避
難
訓
練

の
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
梅
雨
期
を
控
え
た
６
月
８

日
、
古
城
１
〜
４
区
を
対
象
に
住
民
避
難

訓
練
を
行
い
、
併
せ
て
防
災
講
演
会
を
開

催
、
ま
た
、
行
政
内
部
や
消
防
団
で
も
情

報
伝
達
訓
練
や
巡
回
・
避
難
誘
導
訓
練
等

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
の
計
画
と
し
て
、

年
次
計
画
的
に
市
内
各
地
域
で
の
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
情
報
伝
達
手
段
確
立
、
デ
ー
タ

放
送
の
利
用
方
法
の
啓
発
を
。

　
　
　
　
　
　
防
災
行
政
無
線
、
お
知
ら

せ
端
末
は
も
と
よ
り
、
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
知
ら
せ
端
末

に
つ
い
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

の
強
靭
化
に
着
手
中
で
あ
り
、
デ
ー
タ
放

送
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
他
に
、
「
職
員
の
労
務
管
理
に
つ
い

て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

河　﨑　德　雄
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市
が
管
理
者
に
な
っ
て
い
る
市

道
等
法
面
の
草
刈
り
作
業
は
、
ど
の
よ
う

な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
草
が
伸
び
た
場
所
は
嘱

託
職
員
に
よ
り
草
刈
り
作
業
を
し
て
お
り
、

草
木
が
著
し
く
繁
っ
た
場
所
は
業
者
委
託

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事

業
で
行
わ
れ
た
草
刈
り
作
業
等
に
従
事
し

た
が
、
こ
の
事
業
で
維
持
管
理
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
市
道
の
維
持
管
理
は
、
建

設
課
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
他
の
事
業
で

維
持
管
理
し
て
い
る
よ
う
な
認
識
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
市
道
、
下
遊
雀
・
高
柳
線
は
、

未
だ
草
刈
り
作
業
が
で
き
て
い
な
い
が
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
路
線
は
、
年
１
〜
２

回
草
刈
り
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
市
道
等
の
維
持
管
理
は
、
実
際
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業
で
行
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
波
野
地
区
に
つ
い
て

は
、
市
道
、
農
道
、
林
道
と
し
て
管
理
す

る
分
は
あ
り
ま
す
が
、
結
果
的
に
は
農
地

に
行
く
管
理
道
路
と
し
て
使
用
し
て
い
る

の
で
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業

の
対
象
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
道
で
も
事
業
の
採
択
に
な
れ

ば
、
大
い
に
利
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
農
地
を
管
理
す
る
道
路
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
林
道
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
林
道
に
つ
い
て
も
、
農
道

的
な
要
件
を
満
た
す
な
ら
ば
、
こ
の
事
業

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
24
年
度
、
事
業
の
一
部
見
直
し

に
よ
り
、一
部
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
補
助
金
の
使
い
方
を
地
域

協
議
会
で
十
分
協
議
を
さ
れ
て
、
他
に
方

法
が
な
い
場
合
は
相
談
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
他
に
、
「
市
道
、
遊
雀
・
北
久
保
線
に

つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市　原　　　新

　
　
　
　
阿
蘇
は
平
成
25
年
９
月
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
よ
り
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
向
け
推
薦
を
受
け
た
。
今

年
は
認
定
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
25
年
10
月
15
日
に
行
わ
れ
た
隠
岐
の

島
（
隠
岐
の
島
は
25
年
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
）
で
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

の
総
会
、
そ
の
時
の
様
子
は
。

　
　
　
　
　
　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
と

い
う
祝
賀
ム
ー
ド
の
中
で
の
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
の
総
会
で
あ
り
、
多
く
の
関
係
者

が
集
結
し
、
大
変
な
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
ギ
リ
シ
ャ
人
で
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
選
考
委
員
で
も
あ
る
イ
ブ

ラ
ハ
ム
さ
ん
の
講
演
は
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
世
界
農
業
遺
産
等
の
認
定
に
よ

り
、
阿
蘇
を
訪
れ
る
お
客
様
は
増
加
し
て

い
る
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
れ

ば
、
更
に
世
界
中
か
ら
阿
蘇
を
訪
れ
る
こ

と
は
確
実
で
あ
り
、
阿
蘇
山
に
登
る
人
も

さ
ら
に
増
加
す
る
。
そ
こ
で
各
ジ
オ
サ
イ

ト
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
通
行
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
中
岳
へ
の
登
山
道
が
通

行
可
能
に
な
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
省
に
よ
る
年
間

を
通
し
た
火
口
東
側
一
帯
の
火
山
ガ
ス
測

定
の
結
果
、
ま
た
、
迂
回
ル
ー
ト
の
一
部

に
危
険
個
所
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

阿
蘇
火
山
防
災
会
議
協
議
会
に
て
審
議
を

行
い
、
通
行
可
能
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
仙
酔
峡
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
上
駅

の
ト
イ
レ
整
備
は
、
観
光
客
に
不
便
な
思

い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
い
建

物
の
中
で
、
ト
イ
レ
だ
け
を
整
備
す
る
の

は
不
可
能
で
す
。
現
在
、
阿
蘇
市
内
に
16

の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的

に
は
整
備
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
内
牧
遊
水
池
付
近
に
草
原
学
習

セ
ン
タ
ー
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
の
計

画
が
あ
る
が
、い
つ
頃
ま
で
に
出
来
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
原
学
習
セ

ン
タ
ー
が
平
成
26
年
12
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
27
年
の
３
月
頃
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

阿　南　善　範

道
路
行
政
と
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業
に
つ
い
て

仙酔峡山上駅建屋

林道大河原線

（９）

市
原

市
原

市
原

市
原

井
建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

市
原

市
原

市
原

渡
邉
経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

阿
南

阿
南

佐
藤
市
長

阿
南

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

阿
南

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

髙
木
総
務
課
長
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